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実習企業・機関 株式会社ブルー

実習期間 令和元年８月２６日～令和元年８月３０日

学生氏名 軽部俊輔

実習プログラム ８月２６日（１日目）

荘内証券訪問

東北公益文科大学で打ち合わせ

８月２７日（２日目）

男塾の施設で打ち合わせ

キッズドームソライ訪問

８月２８日（３日目）

山形市内の解体工事現場見学

８月２９日（４日目）

白甕社美術展のための作業

８月３０日（５日目）

ダイヤモンドプリンセスの物品販売

学び・気づき
（３００字程度）

今回の社長インターンシップで、まだまだ自分から発信していく
力、柔軟な受け答えができるコミュニケーション能力が必要であると
感じた。齋藤社長が企業の説明などを仰ってくださるなかで曖昧な
受け答えをして話を広げることに苦戦したので、感じたこと、考えた
ことを自分の言葉で分かりやすく伝えていく力を向上させていかな
ければいけないと思った。また、ダイヤモンドプリンセスの物品販売
のなかで、実際の販売の現場で、筆ペン、和紙、黒森歌舞伎の T
シャツを販売させていただくなかでお客様へ商品を勧める際に少し
説明を加えるなどの工夫ができたのではないかと感じた。

今後に向けた抱負
（２００字程度）

事前準備の大切さと改めて感じた。インターンシップが始まる前
から疑問に感じたことのリストアップを行うことと、業界の知識を蓄
えておくことをしてあれば話題についていけなくなることが少なくな
り、新しい疑問も浮かびやすくなると思った。また、もっと課外活動を
行い感じたことや考えたことがはっきりと表現できるようにしていく
必要性がある。



インターンシップを
して気づいた実習
先の魅力
(300字)

株式会社ブルーの魅力は、会社がとても明るい雰囲気で仕事を
やりやすい環境にあるということである。実習中も、親身になって業
務の説明を教えてくださった。社員同士のコミュニケーションがしっ
かりとれていることでお客様の信頼も厚くなるのではないかと感じ
た。また、書道用品を扱っている「書の庵」の経営も行っているなか
で、書道教室をはじめとした社会貢献活動にも積極的に行っている
ことも魅力であると感じた。

写真（１～３点）
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